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みんなの力で減量と資源化を 増
え
続
け
恥
ご
み
″
に

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
パ
ン
ク
寸
前

　

私
た
ち
の
生
活
が
豊
か
で
便
利
に

な
る
と
と
も
に
、
年
々
増
え
続
け
る
ご

み
。
ご
み
処
理
は
市
の
大
切
な
仕
事
の

一
つ
で
す
が
、
決
し
て
た
だ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
月
は
、
ご
み
処
理
の
現
状

と
課
題
を
特
集
し
ま
し
た
。

一
世
帯
一
ト
ン
も
の
ご
み
が

　

昨
年
度
、
市
が
処
理
し
た
ご
み

の
量
は
収
集
と
持
ち
込
み
を
合
わ

せ
て
可
燃
物
九
千
八
百
十
二
ト

ン
、
不
燃
物
二
千
八
百
四
十
三
ト

ン
。
合
計
で
は
、
な
ん
と
一
万
二

千
六
百
五
十
五
ト
ン
に
も
な
り
ま

す
。
表
①
の
よ
う
に
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
が
で
き
た
昭
和
五
十
三
年
は

約
八
千
四
百
ト
ン
で
す
か
ら
、
実

に
I
・
五
倍
に
増
え
て
い
る
わ
け

で
す
。
こ
れ
は
、
一
世
帯
に
直
す

と
年
間
約
一
ト
ン
の
ご
み
が
出
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
ご
み
処
理
に
要
す
る
市

の
費
用
は
ど
れ
だ
け
か
か
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
収
集
車
や
清
掃

セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
な
ど
に
使

わ
れ
た
お
金
は
、
昨
年
度
で
約
三

億
五
千
四
百
万
円
に
も
上
り
ま

す
。
一
世
帯
当
た
り
約
三
万
円
の

負
担
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

可
燃
物
の
大
半
は
紙
・
布
類

　

現
在
の
可
燃
物
と
不
燃
物
の
内

訳
は
、
お
よ
そ
八
対
二
で
す
。
昭

和
五
十
三
年
で
は
、
こ
の
割
合
は

七
対
三
と
な
っ
て
お
り
、
不
燃
物

に
比
べ
て
可
燃
物
の
ご
み
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
可
燃
物
ご
み
の
中
身

を
調
べ
て
み
る
と
表
②
の
よ
う
に

全
体
の
七
割
近
く
が
、
資
源
化
で

き
る
紙
・
布
類
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
紙
●
布
類
の
再
生
利

用
を
図
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
大

切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
限
界
に

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
は
二

基
あ
り
、
当
初
は
一
日
五
十
ト
ン

の
処
理
能
力
で
し
た
。
し
か
し
、

建
設
後
十
七
年
が
過
ぎ
て
老
朽
化

し
て
き
た
う
え
、
ご
み
は
増
え
る

一
方
で
パ
ン
ク
寸
前
で
す
。
処
理

が
追
い
つ
か
ず
、
職
員
は
残
業
で

対
応
し
て
い
る
実
情
で
す
。

　

焼
却
後
の
残
灰
や
不
燃
物
は
、

市
指
定
の
埋
め
立
て
地
に
運
ん
で

処
分
し
て
い
ま
す
。

　

い
か
が
で
す
か
。
皆
さ
ん
の
家

庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
決
し
て
魔

法
で
な
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
各

家
庭
や
町
内
・
集
落
で
も
、
ぜ
ひ

ご
み
問
題
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。

　

j

　

日
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月

訳
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閃

み
誠

ご
呼

物燃可②表表
①
ご
み
処
理
量
の
推
移



ル
ー
ル
違
反
し
て
い
ま
せ
ん
か

　
　

ご
み
の
分
別
と
出
し
方

　

市
で
は
、
燃
え
る
ご
み
は
週
二

回
（
村
部
は
一
回
）
燃
え
な
い
ご

み
は
週
一
回
集
め
て
い
ま
す
。
収

集
日
の
午
前
八
時
ま
で
に
、
決
め

ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

燃
え
る
物
と
燃
え
な
い
物
の
区

分
け
は
確
実
で
し
ょ
う
か
。
機
械

の
故
障
や
作
業
員
の
け
が
の
大
半

は
分
別
が
徹
底
し
て
い
な
い
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
高
温
に
な

っ
て
溶
け
、
炉
を
傷
め
る
だ
け
で

な
く
有
害
ガ
ス
を
も
発
生
し
ま

す
。
必
ず
燃
え
な
い
ご
み
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
夏
場
は
生
ご
み
の
腐

敗
が
早
く
な
り
、
悪
臭
を
放
つ
よ

う
に
な
り
ま
す
。
生
ご
み
は
つ

晩
の
水
切
り
」
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
袋
の
口
を
き
ち
ん
と
縛
っ
て

お
く
こ
と
も
お
忘
れ
な
く
。

不
燃
物
は
I
ニ
つ
に
区
分
け

　

燃
え
な
い
ご
み
は
、
金
属
・
ガ

ラ
ス
・
瀬
戸
物
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
と
再
生
で
き
な
い
瓶
類
（
化
粧

瓶
な
ど
）
や
ラ
ジ
カ
セ
程
度
の
小

型
の
電
化
製
品
で
す
。

　

今
回
、
作
業
の
安
全
や
効
率
の

面
か
ら
、
不
燃
物
は
次
の
三
つ
に

分
け
て
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

①
針
金
・
ハ
ン
ガ
ー
な
ど

　

2
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
程
度
ま
で
の

　

大
き
さ
の
物

　

③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
よ
り
も
大
き

　

い
物

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
バ
ラ
バ
ラ

に
な
ら
な
い
よ
う
、
ひ
も
な
ど
で

し
っ
か
り
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
と
き
は
、
段

ボ
ー
ル
箱
や
も
み
袋
は
使
わ
ず
、

ご
み
袋
な
ど
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

刃
物
や
ガ
ラ
ス
片
、
針
や
ピ
ン

な
ど
の
危
険
物
は
、
破
れ
に
く
い

袋
や
見
え
る
容
器
に
入
れ
、
職
員

が
安
全
に
取
り
扱
え
る
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
プ
レ
ー
缶

は
爆
発
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
穴
を
開
け
て
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
。
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

類
を
た
く
さ
ん
出
す
と
き
は
、
袋

に
入
れ
て
テ
ー
プ
と
表
示
し
、
ひ

と
ま
と
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

集
め
る
人
へ
の
思
い
や
り
を
お

願
い
し
ま
す
。

空
き
瓶
は
色
分
け
し
て

　

空
き
瓶
も
立
派
な
資
源
で
す
。

お
酒
や
ビ
ー
ル
の
瓶
は
再
使
用
さ

れ
ま
す
。
買
っ
た
お
店
へ
返
し
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
の
瓶
類
は
、
燃
え
な

い
ご
み
と
は
別
に
、
無
色
透
明
・

茶
・
青
緑
・
黒
の
四
種
類
に
色
分

け
し
て
回
収
し
て
い
ま
す
。
ふ
た

を
取
っ
て
、
中
身
を
完
全
に
出
し

て
か
ら
空
き
瓶
専
用
の
ス
テ
ー
ジ

ヨ
ン
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
は
カ
レ
ッ
ト
と
い
う
ガ

ラ
ス
瓶
の
原
料
と
し
て
再
生
処
理

さ
れ
ま
す
。

　

蛍
光
灯
や
ブ
ラ
ウ
ン
管
・
板
が

ラ
ス
ー
コ
ッ
プ
・
化
粧
瓶
な
ど
は

材
質
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
不
燃

物
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
は
持
ち
込
み
を

　

事
業
系
の
ご
み
や
、
一
時
に
大

量
に
出
た
ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ

ん
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
料
金
は
内
容
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
燃
え
る
物
と

燃
え
な
い
物
に
分
け
、
家
具
類
は

小
さ
く
（
太
さ
十
セ
ン
チ
、
長
さ

五
十
セ
ン
チ
以
下
に
）
、
畳
な
ど
は

細
か
く
（
六
十
セ
ン
チ
以
下
に
）

切
断
し
て
く
だ
さ
い
。
受
け
付
け

は
、
平
日
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

紙
・
ア
ル
ミ
缶
な
ど
は
資
源

　

古
紙
類
・
布
類
・
ア
ル
ミ
缶
な

ど
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
ば
ご

み
で
す
が
、
回
収
す
れ
ば
貴
重
な

資
源
で
す
。

　

市
で
は
資
源
ご
み
回
収
運
動
を

進
め
る
た
め
、
P
T
A
や
子
ど
も

会
な
ど
の
協
力
団
体
に
助
成
金
を

出
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
約
八

十
団
体
が
参
加
し
、
六
百
四
十
ト

ン
を
回
収
。
市
か
ら
は
約
三
百
二

十
万
円
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
区
で
設
置

す
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
事
前

の
手
続
き
必
要
）
や
家
庭
で
の
簡

易
焼
却
炉
に
も
助
成
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
束
大
月
）

　

豊
6
5
－
6
1
2
0

ご
み
出
し
は

　

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
は
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
い
ろ
い

ろ
で
す
。
一
番
の
収
集
員
泣
か

せ
は
水
切
り
し
て
い
な
い
生
ご

み
や
、
き
ち
ん
と
袋
の
口
を
縛

っ
て
い
な
い
物
で
す
。
汚
水
が

か
か
っ
た
り
、
ガ
ラ
ス
の
破
片

で
け
が
を
し
た
り
す
る
こ
と
が

多
い
か
ら
で
す
。
ま
た
、
一
度

に
集
め
き
れ
な
い
大
量
の
ご
み

や
、
収
集
で
き
な
い
粗
大
ご
み

が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
本
当
に
切
な
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
お
互
い
に
ル
ー
ル

は
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

清掃事務所職員

室谷英明



・ －

一
般
会
計
に
二
億
六
千
万
円
追
加

総
額
は
百
三
十
一
億
六
千
四
百
万
余
に

　

第
こ
百
八
十
回
六
月
定
例
市
議

会
は
、
六
月
十
三
日
か
ら
こ
十
六

日
ま
で
開
か
れ
、
「
一
般
会
計
補

正
予
算
案
」
「
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
」
な
ど
九
議
案
を
審
議
。
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
歳
入
・
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
こ
億
六
千
三
十
八
万
四
千

円
か
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
百

三
十
一
億
六
千
四
百
十
九
万
こ
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
と
比

べ
る
と
I
・
六
％
の
増
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

国
保
税
の
限
度
額
引
き
上
げ

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

国
民
健
康
保
険
税
の
最
高
限
度
額

が
五
十
万
円
か
ら
五
十
こ
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

七
年
度
の
国
保
税
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。

六月補正された一般会計の主な事業

☆総務費

・地域振興アドバイザー派遣事業……………………62万円

・日中友好交流事業…………………………………281万円

・大野高校跡地一時利用事業…………………2，167万円
☆民生費

・希望園改築事業補助………………………………298万円

・子どもにやさしい街づくり事業…………………144万円

☆衛生費

・新美容会館建設事業補助…………………………100万円

・巡回母子保健指導車取得事業……………………113万円

☆農林水産業費

・飼料生産高度化奨励推進事業……………………200万円

・阪谷新橋うるおい施設整備事業……………2，000万円

・農村基盤総合整備事業（阪谷）……………1，100万円

・県単林道舗装事業……………………………3，049万円

☆商工費

・ふるさと自然公園施設整備事業…………………900万円

・日中経済協力調査事業補助…………………………87万円
☆土木瞥

・道路維持管理経費……………………………1，000万円

・特定交通安全施設等整備事業………………2，844万円

・雪寒地域道路整備事業……………………………573万円

・都市計画街路網策定事業…………………………439万円

☆教育費

・県生涯学習ネットワーク開設事業………………290万円

・大野公民館施設整備事業……………………7，617万円

・図書館事務OA化事業……………………………265万円

☆災害復旧費

・県単林道施設災害復旧費……………………1，500万円

「
阪
谷
新
橋
」
の
建
設
順
調

九
月
完
成
目
指
し
て
急
ピ
ッ
チ

　

九
頭
竜
川
に
架
か
る
「
阪
谷
新

橋
」
の
建
設
工
事
は
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
橋
は
新
田
と
花
房
を
結
ぶ

も
の
で
、
広
域
農
道
整
備
の
一
環

と
し
て
県
が
平
成
四
年
度
か
ら
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。
既
に
取
り

付
け
道
路
や
橋
脚
・
橋
げ
た
・
照

明
の
設
備
は
で
き
あ
か
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
舗
装
や
右
岸
（
花

房
）
の
植
栽
工
事
を
行
い
、
九
月

末
に
は
完
成
の
予
定
で
す
。
総
工

事
費
は
約
七
億
円
。

　

橋
は
落
ち
着
い
た
茶
色
で
仕
上

げ
ら
れ
、
延
長
は
こ
百
三
十
二
・

八
五
び
。
幅
員
は
九
・
七
五
じ
で
、

六
・
七
五
μ
の
車
道
と
二
μ
の
歩

道
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
中
央
付
近

に
は
九
頭
竜
川
を
眺
望
で
き
る
バ

ル
コ
ニ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

橋
の
整
備
に
合
わ
せ
、
市
で
は
花

房
側
に
、
う
る
お
い
施
設
と
し
て
、

牧
場
の
サ
イ
ロ
と
雪
の
結
晶
を
モ

チ
ー
フ
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
設

け
ま
す
。

完成が待たれる阪谷新橋



旧
国
鉄
バ
ス
跡
地
に
交
通
公
園
完
成

　
　

安
全
指
導
に
役
立
て

　

水
落
町
の
旧
国
鉄
バ
ス
跡
地
に

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
交
通
公

園
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
公
園

は
、
交
通
弱
者
で
あ
る
子
供
や
お

年
寄
り
な
ど
に
交
通
安
全
指
導
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
安
全
指
導
を
行

う
屋
外
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
実
際
の
交
通
事
情
に
即
し

た
こ
の
公
園
で
、
効
果
的
な
安
全

指
導
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
総

事
業
費
は
約
二
千
五
百
万
円
。

　

公
園
の
広
さ
は
、
約
二
千
七
百

平
方
μ
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ

れ
た
道
路
に
は
、
横
断
歩
道
・
信

号
機
・
踏
切
な
ど
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
南
側
に
は
大
型

車
八
台
・
小
型
車
四
十
三
台
を
収

容
で
き
る
市
営
水
落
駐
車
場
（
無

料
）
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

公
園
の
使
用
は
無
料
。
団
体
で

の
使
用
は
、
原
則
と
し
て
市
役
所

開
庁
日
に
限
ら
れ
、
あ
ら
か
じ
め

生
活
環
境
課
に
届
け
出
が
必
要
で

す
。
必
要
に
応
じ
て
専
任
の
交
通

指
導
員
を
派
遣
し
ま
す
。

市
専
任

　

婦
人
交
通
指
導
員

　
　

吉
田
早
希

い
さ

だ
く

てし用利ごん
さ

なみ

　

私は、幼児や小学生などへの交通安全の

教育指導をしています。今までは、実地指

導は路上で行っていましたが、危険と隣り

合わせで七た。これからは、安心して交通

安全の教育指導ができるようになり喜んで

います。

　

公園としていつでも利用できます。親子

で、また友達同士で遊びながら交通ルール

を身につけるよう、積極的に利用してほし

いと思います。



第31回越前大野名水マラソン

走りに走った3，218人

山本佳子さん（左）と杉山愛さん

　

五
月
二
十
八
日
、
第
三
十
一
回

越
前
大
野
名
水
了
フ
ソ
ン
が
開
催

さ
れ
、
三
千
二
百
十
八
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
参
加
。
晴
天
の
大
野
盆
地

を
気
持
ち
良
く
走
り
ま
し
た
。
特

に
、
最
長
の
2
0
j
に
は
県
外
を
中

心
に
四
百
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー

が
参
加
、
名
水
マ
ラ
ソ
ン
の
定
着

ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
を
目
指
す
山

本
佳
子
さ
ん
、
杉
原
愛
さ
ん
の
招

待
選
手
も
、
一
般
ラ
ン
ナ
ー
と
一

緒
に
さ
わ
や
か
に
コ
ー
ス
を
走
り

抜
き
ま
し
た
。

松田さん親子4人の選手宣誓

前日からテントで泊まり込み

最高齢81歳の藤田三郎さん

　

「毎年のことで、15～6回出て

います」（武生市）

「
ボ
ク
、
し
つ
か
り
ね
」

お父さん頑張れ！

北
と
南
、

最
遠
方
か
ら
参
加
の
2
人

菊池寿一さん（北海道）

　

「みなさん親切です」

郡山茂さん（鹿児島県）

　

「地酒が楽しみです」
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2
キ
ロ
▼
－
年
親
子
①
田
中

孝
典
・
絵
里
佳
（
月
美
町
）
③
仲

井
太
・
涼
（
春
日
）
④
神
谷
秀
樹
●

翔
太
（
若
杉
町
）
⑤
牧
野
博
信
・

康
博
（
下
舌
）
⑥
小
嶋
義
治
・
将

太
朗
（
蓑
道
）
▼
二
年
親
子
①
鈴

木
武
彦
・
幸
彦
（
水
落
町
）
②
松

田
松
美
・
紗
由
美
（
新
河
原
）
③

朝
日
弘
幸
・
久
美
（
弥
生
町
）
⑤

兼
井
則
和
●
宏
和
（
明
倫
町
）
▼

三
年
親
子
②
朝
日
正
幸
・
俊
介

　

（
美
川
町
）
③
藤
田
康
司
・
祐
哉

　

（
南
春
日
野
）
⑥
長
田
博
幸
．
直

斗
（
開
発
）
▼
四
年
親
子
③
松
田

松
美
・
雄
大
（
新
河
原
）
⑥
松
浦

彦
英
・
隼
人
（
七
板
）
▼
小
学
男

子
③
米
村
仁
志
（
有
終
束
）
④
佐

々
木
慎
吾
（
有
終
西
）
⑤
乾
川
尚

隆
（
有
終
東
）
⑥
中
谷
博
樹
（
下

庄
）
▼
小
学
女
子
①
清
水
陽
子

（
下
庄
）
③
竹
本
由
希
（
小
山
）
④
松

山
千
桂
（
有
終
東
）
⑥
本
多
美
佳

　

（
上
庄
）
▼
一
般
男
子
3
0
歳
代
④

横
井
一
博
（
阿
難
祖
地
頭
方
）
▼

－
般
女
子
3
9
歳
以
下
③
大
久
保
実

穂
（
篠
座
）
④
岩
田
久
美
子
（
陽

明
町
二
）
⑥
松
田
琴
美
（
新
河
原
）

3
キ
ロ
▼
中
学
男
子
④
岩
田

芳
和
（
陽
明
中
）
⑤
山
口
崇
（
陽

明
中
）
⑥
清
水
栄
規
（
陽
明
中
）

▼
中
学
女
子
①
沢
田
紗
智
子
（
陽

明
中
）
②
稲
田
菜
莉
子
（
開
成
中
）

②
佐
々
木
和
代
（
開
成
中
）
⑤
山

川
あ
ゆ
子
（
尚
徳
中
）



エキサイティング

スポーツ

情X報

WillkommeninONO
（ようこそ大野へ）

ドイツからスポーツ少年団

昨年の坂井町での交歓の模様

　

7
月
2
5
日
囚
～
2
9
日
①
の
五
日

間
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

当
市
を
訪
れ
ま
す
。
日
本
と
ド
イ

ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
を
夏
休

み
期
間
中
同
時
に
派
遣
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
お

互
い
の
文
化
・
生
活
・
習
慣
を
体

験
し
て
、
両
国
の
青
少
年
が
交
流

を
深
め
、
。
相
手
の
国
を
理
解
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
市
は
9
人
の
ド
イ
ツ
人
青
少

年
（
1
5
～
1
9
歳
）
を
受
け
入
れ
ま

す
。
一
行
は
、
市
内
の
団
員
や
団

員
O
B
な
ど
の
9
家
庭
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
。
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
交
流
や
空
手
道
・
書
道

・
座
禅
の
ほ
か
、
も
ち
つ
き
・
そ

ば
う
ち
な
ど
の
日
本
の
伝
統
文
化

に
も
挑
戦
し
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
庭
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
関
係
者
・
リ
ー
ダ

ー
た
ち
は
、
受
け
入
れ
の
準
備
を

進
め
な
が
ら
、
訪
問
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も

温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

●
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室

日
時
7
月
2
4
日
⑥
か
ら
8
月
1
7

　

日
④
ま
で
の
毎
週
月
・
木
曜
日

　

午
後
5
時
3
0
分
～
7
時

場
所
明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
小
学
4
・
5
・
6
年
生

定
員
3
0
人

費
用
2
0
0
0
円

準
備
物
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト

　
　

（
ジ
ュ
ニ
ア
用
ま
た
は
軽
量
の

　

女
子
用
）
・
体
操
服
・
運
動
靴

申
込
・
問
合
せ
先
市
テ
ニ
ス
協

　

会
（
酒
井
商
事
春
日
S
S
a
6
6

　

・
3
2
1
2
）

●
テ
ラ
ル
高
原
テ
ニ
ス
響
9
5

日
時
8
月
2
6
日
①
午
後
1
時
3
0

　

分
・
2
7
日
面
午
前
8
時
3
0
分

場
所
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
ほ
か

内
容
2
6
日
①
龍
田
則
幸
コ
ー
チ

　

ほ
か
に
よ
る
初
級
者
ス
ク
ー
ル

　
　

（
小
雨
決
行
）
・
前
夜
祭
（
午

　

後
6
時
有
終
会
館
）
2
7
日
⑧
I

　

チ
ー
ム
4
人
の
ダ
ブ
ル
ス
団
体

　

戦
（
雨
天
中
止
の
場
合
は
9
月

　

3
日
⑥
に
順
延
）

参
加
料
1
人
ス
ク
ー
ル
ー
0

　

0
0
円
、
前
夜
祭
1
0
0
0
円

　
　

（
ス
ク
ー
ル
参
加
者
は
無
料
）
、

　

団
体
戦
1
0
0
0
円

締
切
8
月
1
8
日
面

申
込
・
問
合
せ
先
九
頭
竜
テ
ラ

　

ル
高
原
テ
ニ
ス
響
9
5
実
行
委
員

　

会
（
大
野
勝
山
地
区
広
域
行
政

　

組
合
内
豊
8
8
・
2
7
6
0
）

愛称：ピタリ

マスコットキャラクター

　

体操競技の若々しさ、無限の可能

性をテーマとして誕生した誰からも

費されるマスコット、それかピタリ

です。この、宇宙か遊び場の不思

議な星の子には、国際大会のシンボ

ルとして平和への願いも込められて

います。

世
界
体
操
鯖
江
大
会
ま
で

あ
と
3
ヵ
月

　

1
9
9
5
年
世
界
体
操
競
技
選

手
権
鯖
江
大
会
が
1
0
月
1
日
～
1
0

日
の
1
0
日
間
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
に
は
現
在

6
0
力
国
が
参
加
予
定
。
当
市
は
。

　

「
一
市
町
村
一
力
国
交
流
事
業
」

で
大
会
期
間
中
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

選
手
と
交
流
を
し
ま
す
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
は
ど
ん
な
国

な
の
か
、
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
ま
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
は
？

　

国
土
面
積
は
四
五
万
平
方
上
m
で
、

日
本
の
約
一
・
二
倍
、
広
さ
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
四
番
目
。
国
土
面
積

の
約
半
分
は
森
林
で
覆
わ
れ
て
、

地
形
は
変
化
に
富
み
、
湖
沼
や
河

川
が
散
在
し
て
水
資
源
が
豊
か
で

す
。
国
全
体
が
バ
ル
ト
海
と
北
海

に
挟
ま
れ
て
い
る
た
め
、
高
緯
度

の
割
に
は
気
候
は
温
暖
。
六
～
七

月
に
は
、
太
陽
が
沈
ま
な
い
「
白

夜
」
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
人
口

は
、
約
八
百
六
十
万
人
で
、
平
均

寿
命
は
男
子
7
4
歳
、
女
子
8
0
歳
と

高
い
で
す
。
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
は
「
水
の
都
」
と
呼
ば
れ
、
市

街
の
中
心
で
水
泳
を
楽
し
ん
だ
り
、

大
き
な
サ
ケ
を
釣
っ
た
り
で
き
る

世
界
で
も
ま
れ
な
首
都
で
す
。

　

E
U
に
加
盟
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
っ
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
な
か
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
。
昨
年
い
一
E
月
の
国
民
投
票
に
よ

り
E
U
加
盟
が
決
定
。
今
年
1
月

の
加
盟
に
よ
り
真
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
な
っ
た
今
、
経
済
活
動
は
、
ま

す
ま
す
活
発
化
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。



夏の運動について

熱
中
症
の
予
防
に
は
水
分
補
給
が
大
切

　

夏
に
汗
を
流
し
て
運
動
を
す
る
こ
と
は
、
気
持
ち
の
い

い
こ
と
で
す
。
で
も
、
油
断
を
す
る
と
、
死
に
至
る
よ
う

な
熱
射
病
な
ど
の
熱
中
症
に
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
水
分
の
補
給
や
休
養
・

食
物
な
ど
。
運
動
中
は
、
運
動
す
る
人
自
ら
が
予
防
法
を

考
え
て
、
末
然
に
熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

　

も
う
す
ぐ
夏
で
す
。
夏
は
、
開

放
的
な
気
分
に
な
り
夏
休
み
な
ど

も
あ
る
の
で
、
レ
ジ
ャ
ー
や
ス
ポ

ー
ツ
で
積
極
的
に
体
を
動
か
せ
ま

す
。
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
解
消
と

体
力
強
化
の
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

で
も
、
日
本
の
夏
は
、
高
温
多

湿
で
す
。
普
段
、
運
動
不
足
の
人

が
急
に
炎
天
下
で
運
動
を
す
る
と
、

体
が
暑
さ
に
つ
い
て
い
け
ず
に
、

熱
中
症
と
呼
ば
れ
る
い
ろ
い
ろ
な

障
害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

熱
中
症
の
I
二
つ
の
タ
イ
プ

　

熱
中
症
の
症
状
は
、
環
境
温
度

や
体
温
上
昇
に
体
温
調
節
機
能
が

う
ま
く
働
か
な
い
と
き
に
出
て
き

ま
す
。
症
状
は
、
表
1
の
よ
う
に

三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
。
特
に
、

熱
射
病
は
重
症
に
な
る
と
昏
睡
状

態
に
陥
り
、
非
常
に
危
険
な
の
で

速
や
か
な
応
急
処
置
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

夏
の
運
動
時
の
注
意

　

夏
の
急
激
な
運
動
に
よ
る
熱
中

症
を
予
防
す
る
に
は
、
気
温
や
湿

度
の
高
い
時
間
帯
を
避
け
た
り
、

運
動
中
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し

た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
ほ
か
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

【
気
象
条
件
】
気
温
3
0
度
で
も
湿

　

度
が
8
0
％
以
上
な
ら
運
動
を
中

　

止
。
汗
が
蒸
発
し
に
く
く
、
流

　

れ
落
ち
る
と
き
は
要
注
意
。

　

【
運
動
中
の
注
意
】
水
分
を
十
分

　

補
給
。
運
動
量
と
発
汗
量
が
特

　

に
多
い
と
き
は
多
少
の
塩
分
を

　

併
せ
て
補
給
。

　

【
運
動
前
後
の
注
意
】
朝
夕
の
涼

　

し
い
間
に
運
動
し
、
運
動
前
後

　

は
休
養
を
十
分
取
る
。
過
労
や

　

二
日
酔
い
時
は
運
動
を
避
け
る
。

　

【
運
動
時
の
衣
服
】
肌
の
露
出
を

　

少
な
く
す
る
。
ゆ
っ
た
り
し
た

　

風
通
し
の
よ
い
も
の
で
、
木
綿

　

製
品
な
ど
が
よ
い
。

　

【
生
活
上
の
注
意
】
休
養
・
睡
眠

　

を
十
分
取
り
、
良
い
体
調
を
保

　

つ
。
短
時
間
の
昼
寝
や
入
浴
も

　

疲
労
回
復
に
効
果
的
。

　

【
食
生
活
上
の
注
意
】
野
菜
・
海

　

草
類
な
ど
で
ビ
タ
ミ
ン
ー
ミ
ネ

　

ラ
ル
を
十
分
補
給
。
良
質
の
タ

　

ン
パ
ク
質
も
十
分
取
っ
て
疲
労

　

回
復
を
促
進
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
生
活
上
の

注
意
は
夏
バ
テ
を
防
ぐ
効
果
も
あ

り
ま
す
。
適
切
な
方
法
で
運
動
し

て
、
暑
い
夏
を
楽
し
み
、
乗
刀
切

り
ま
し
ょ
う
。

表1熱中症の3タイプと応急対応法

分類 特徴 応急対応法

熱けい

れん

発汗に伴う塩分流出
で、体内の塩分が不

足して激しい筋肉痛
・けいれんなどが起
こる。

運動時・作業

時に食塩水を
補給。

熱疲労 放熱のために表皮の
血流量が増え、心臓

へ血液の循環が悪化
して起こる。冷や汗・
脱力・血圧低下・顔

面蒼白などのショッ
ク症状。

0．1～0．2％程
度の食塩水を
補給。横にな

って頭部を低
く、足を高く
して、安静に

する。

熱射病 うつ熱の急激な上昇
に、人体の放熱機能

が追いつかずに発症。
意識もうろう・昏睡

など。

涼しい場所に

体を移し、水
タオルなどで
頭部や体を冷

却。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（365－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
流
々
ス

PL法（製造物責任法）が

　　　

7月1日から施行

一商品の欠陥による被害救済ヘー

PLとは、Product（製造物）Liability

（責任）の略です

　
　

「
い
つ
も
見
て
い
る
テ
レ
ビ
か
ら
、
突
然
火
が
出
て
、

家
が
火
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
「
自
転
車
に
乗
っ
て
い

た
ら
、
突
然
前
輪
が
は
ず
れ
て
大
け
が
を
し
た
」
こ
の
よ

う
な
事
故
に
あ
っ
た
ら
…
…
。

　

七
月
一
日
、
い
よ
い
よ
P
L
法
（
製
造
物
責
任
法
）
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

P
L
法
っ
て
何
？

　

P
L
法
（
製
造
物
責
任
法
）
と

は
、
商
品
の
欠
陥
が
原
因
で
被
害

を
受
け
た
と
き
、
そ
の
商
品
の
メ

ー
カ
ー
（
製
造
者
）
な
ど
が
損
害

を
賠
償
す
る
と
い
う
法
律
で
す
。

　

今
ま
で
は
、
欠
陥
商
品
に
よ
る

被
害
の
賠
償
を
求
め
る
場
合
、
メ

ー
カ
ー
の
過
失
を
証
明
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
P
L
法

が
施
行
さ
れ
る
と
、
欠
陥
商
品
で

被
害
を
受
け
て
も
、
メ
ー
カ
ー
の

過
失
の
有
無
を
問
わ
ず
に
、
商
品

に
欠
陥
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
で

き
れ
ば
、
損
害
賠
償
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
「
製

造
物
の
欠
陥
に
よ
る
人
の
生
命
●

身
体
ま
た
は
財
産
の
被
害
」
に
つ

い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
た
め
、
単

に
商
品
が
壊
れ
た
だ
け
で
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

【
製
造
物
と
は
】
製
造
ま
た
は
加

　

工
さ
れ
た
動
産
。
不
動
産
・
未

　

加
工
の
生
鮮
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

　

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

【
欠
陥
と
は
】
製
造
物
が
必
要
な

　

安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
で
、

　

単
な
る
品
質
上
の
不
具
合
は
該

　

当
し
ま
せ
ん
。
製
造
物
の
特
性

　

・
引
き
渡
し
時
期
・
使
用
形
態

　

な
ど
で
欠
陥
の
有
無
を
判
断
。

　

損
害
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
は
、

損
害
と
そ
の
賠
償
義
務
者
を
知
っ

た
日
か
ら
三
年
、
製
造
業
者
が
製

品
を
引
き
渡
し
た
日
か
ら
十
年
で

時
効
で
す
。
た
だ
し
、
体
へ
の
蓄

積
や
潜
伏
期
間
が
あ
る
損
害
に
つ

い
て
は
、
そ
の
損
害
が
生
じ
た
時

か
ら
起
算
し
ま
す
。
ま
た
、
7
月

1
日
以
降
に
製
造
さ
れ
た
も
の
で

な
い
と
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

消
費
者
と
し
て
は
、
商
品
の
特

性
を
理
解
し
た
う
え
で
選
ぶ
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
取
扱
説
明

書
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く
使
い
ま

も
し
事
故
が
発
生
し
た
ら

万
が
一
事
故
が
発
生
し
た
時
は
、

県
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
・
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
事
故
の
原
因
と
な
っ
た

製
品
は
、
欠
陥
を
証
明
す
る
た
め

に
必
要
で
す
。
捨
て
た
り
焼
却
し

た
り
し
な
い
で
、
手
元
に
保
管
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
事
故
製
品
や

現
場
周
辺
の
写
真
を
撮
っ
て
お
く

こ
と
も
大
事
で
す
。
証
拠
の
品
や

記
録
な
ど
を
警
察
●
消
防
署
・
業

者
へ
引
き
渡
す
と
き
は
、
預
か
り

書
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

P
L
法
の
成
立
は
、
安
全
で
安

心
で
き
る
消
費
生
活
を
営
む
う
え

で
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

P
L
法
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に

は
、
法
を
よ
く
理
解
し
、
製
造
業

者
と
消
費
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己

責
任
を
踏
ま
え
、
安
全
確
保
に
向

け
て
の
努
力
を
払
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ●容66－1川内線463（n錆＾）
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万

禦

1

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぺ
1

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

オット！県エスキー大会

＜るー・泄登場
勤労青少年ホーム

太極拳同好会

気
持
ち
を
集
中
し
て
、
気
を
感
じ
る

　

静
け
か
え
っ
た
部
屋
の
中
、
ゆ

っ
く
り
し
て
柔
ら
か
い
、
円
を
描

く
よ
う
な
動
き
の
中
に
も
、
力
強

さ
が
現
れ
て
い
ま
す
。
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
の
太
極
拳
同
好
会
の
皆

さ
ん
で
す
。

　

毎
週
月
曜
日
の
夜
、
会
員
の
五

人
が
集
ま
り
、
指
導
役
の
山
本
は

る
み
さ
ん
（
菖
蒲
池
）
を
中
心
に

太
極
拳
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
女
性
ば
か
り
、
全
員

が
主
婦
で
す
が
、
仕
事
・
家
事
を

終
え
て
か
ら
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
会
が
始
ま
っ
た
き
っ
か
け
は
、

山
本
さ
ん
が
三
年
前
に
太
極
拳
の

仲
間
を
集
め
た
い
と
の
思
い
で
開

い
た
講
座
で
す
。

　

太
極
拳
と
い
う
と
あ
ま
り
な
じ

み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

中
国
拳
法
の
一
つ
で
い
ろ
い
ろ
な

流
派
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
楊
式

が
最
も
盛
ん
で
す
が
、
こ
の
会
で

は
呉
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。
呉
式

に
は
4
8
種
類
の
動
作
が
あ
り
こ
れ

を
覚
え
る
だ
け
で
も
半
年
は
か
か

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
つ
ひ
と

つ
の
動
作
の
中
に
は
、
防
御
と
攻

撃
が
同
時
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
動
作
を
深
呼
吸
に
合
わ
せ

て
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

中
国
で
も
武
術
と
し
て
よ

り
も
体
育
健
康
法
と
し
て

奨
励
さ
れ
て
い
ま
す
。
会

員
の
人
が
始
め
た
き
っ
か

け
も
、
「
肩
が
上
が
ら
な

か
っ
た
の
が
上
が
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
か
、
「
動

き
が
激
し
く
な
い
の
で
楽

に
で
き
る
」
と
か
の
よ
う

で
す
。

　

山
本
さ
ん
は
、
「
太
極

拳
は
、
動
く
気
功
と
も
い

わ
れ
、
血
の
循
環
が
よ
く

な
り
両
手
の
間
に
気
を
感

じ
ま
す
。
派
手
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
年
齢
に
関
係
な

く
続
け
ら
れ
ま
す
。
本
来
、
朝
行

う
ほ
う
が
効
果
が
あ
る
の
で
早
朝

に
多
く
の
人
と
一
緒
に
す
る
の
が

夢
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

や
っ
て
み
た
い
人
や
興
味
の
あ

る
人
は
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊

6
5
・
7
2
2
1
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ヤングコーナー－

献
穀
粟
の
種
を
ま
き
ま
し
た

5
人
の
早
乙
女

　
　

5
月
2
5
日
、
牛
ヶ
原
で
行
わ

れ
た
献
穀
粟
の
播
種
式
の
早
乙

女
を
竹
根
靖
江
さ
ん
（
小
浜
市

・
庄
林
出
身
）
、
西
川
美
保
さ

ん
（
大
門
）
、
西
沢
慶
子
さ
ん

（
明
倫
町
）
、
岩
永
理
絵
さ
ん

　

（
福
井
市
）
、
川
端
舞
さ
ん
（
乾

側
小
六
年
）
の
五
人
で
務
め
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
奉
耕
者
の
川
端

紋
三
郎
さ
ん
の
孫
や
親
類
で
す
。

　

当
日
は
、
近
所
の
人
や
園
児
が

見
守
る
な
か
、
す
げ
笠
に
か
す
り

の
着
物
姿
で
奉
耕
者
や
知
事
ら
と

と
も
に
粟
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

五
人
と
も
か
な
り
緊
張
し
た
様
子

で
し
た
が
、
事
前
に
一
度
リ
ハ
ー

サ
ル
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

無
事
に
種
ま
き
を
終
了
。

　

五
人
の
中
で
も
お
姉
さ
ん
格
の

竹
根
さ
ん
は
、
「
親
類
と
い
う
だ
け

で
、
こ
ん
な
大
役
に
選
ば
れ
て
、

た
い
へ
ん
光
栄
で
す
。
土
も
水
も

恵
ま
れ
た
こ
の
畑
で
す
か
ら
、
立

派
な
栗
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

九
月
に
は
、
収
穫
の
仕
事
が
待

っ
て
い
ま
す
。

川
端
舞
さ
ん

西
沢
慶
子
さ
ん

竹
根
靖
江
さ
ん

西
川
美
保
さ
ん

岩
永
理
絵
さ
ん



私七，ベノ゛ぐこそ

図
書
館
に
駐
車
で
き
ま
せ
ん

Q

　

い
つ
も
図
書
館
を
利

用
し
て
い
て
、
最
近
、

特
に
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

い
つ
行
っ
て
も
駐
車
場
が
い
っ

ぱ
い
で
、
駐
車
す
る
余
地
が
な
い

の
に
、
館
内
に
入
る
と
、
あ
ま
り

人
が
い
ま
せ
ん
。
利
用
者
以
外
の

人
が
駐
車
し
て
い
る
と
し
か
思
え

ま
せ
ん
。

　

図
書
館
の
職
員
の
方
に
は
、
い

つ
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
目

の
届
か
な
い
時
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
一
度
、
厳
し
く
注
意
し
て
、

利
用
者
に
不
便
の
無
い
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
匿
名
希
望
）

A

　

図
書
館
で
は
、
「
来

館
者
以
外
は
駐
車
し
な

い
で
く
だ
さ
い
」
の
看

板
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
ご
指
摘

の
よ
う
に
図
書
館
利
用
者
以
外
の

人
が
個
人
的
に
使
用
し
た
り
、
周

辺
施
設
に
行
事
・
会
合
な
ど
が
あ

る
場
合
に
利
用
し
て
い
る
人
も
い

る
よ
ヽ
つ
で
す
。

　

図
書
館
の
開
館
中
は
、
利
用
を

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
と
周
辺
施
設
管

理
者
な
ど
へ
お
願
い
を
し
た
り
、

過
去
に
は
警
察
へ
も
依
頼
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
守

っ
て
い
た
だ
け
な
い
よ
う
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
図
書
館
と
同
一
敷

地
内
に
あ
る
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
や
歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
へ
の

来
訪
者
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
の
迷
惑
駐
車
を
し
て
い
る
人
に

は
強
く
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
将
来
的
に
は

図
書
館
利
用
者
が
増
加
す
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
駐
車
場

拡
大
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
図
書
館
長
）

　
　

「
や
ま
び
こ
」
へ
の
ご
意
見
か

ら
紹
介
し
ま
し
た
。
ご
意
見
の
中

に
は
、
市
だ
け
で
は
解
決
で
き
な

い
問
題
も
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
住
所
・

氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

昌紺俯瞰

二
年
間
の
お
礼
に
水
墨
画
を
寄
付

渡
逞
真
吾
（
堂
仙
）
さ
ん
（
5
8
歳
・
福
井
市
）

　

雲
の
間
か
ら
差
す
朝
日
が
水
面

に
キ
ラ
キ
ラ
と
反
射
し
て
幻
想
的
。

渡
漫
さ
ん
が
描
い
た
水
墨
画
は
、

有
終
会
館
3
0
2
号
室
に
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
三
月
ま
で

大
野
警
察
署
に
勤
務
し
て
、
い
ろ

い
ろ
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
と

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
絵
は
、
百
五

十
号
（
百
五
十
？
×
二
百
九
こ

の
大
作
で
題
名
は
「
散
揮
」
。
琵

琶
湖
の
朝
の
美
し
い
情
景
が
描
か

れ
、
部
屋
の
色
に
も
よ
く
マ
ッ
チ

し
て
い
ま
す
。

　

渡
逡
さ
ん
は
、
福
井
市
の
出
身

で
す
が
大
野
と
ま
っ
た
く
関
係
が

無
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小

学
生
時
代
に
は
阪
谷
へ
疎
開
、
警

察
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
大
野

署
に
勤
務
。
そ
の
後
も
、
二
度
の

勤
務
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　

水
墨
画
に
初
め
て
興
味
を
持
っ

た
の
は
小
学
生
の
こ
ろ
で
す
が
、

本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
警
察

官
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
「
散
揮
」

を
か
く
に
あ
た
っ
て
は
、
湖
面
の

光
を
表
現
す
る
た
め
に
、
光
る
絵

の
具
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
、
苦

労
し
た
そ
う
で
す
。

　
　

「
大
野
は
山
紫
水
明
で
、
荒
島

岳
や
経
ヶ
岳
な
ど
多
く
の
写
生
の

場
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
骨
と
う

品
が
好
き
な
の
で
、
七
間
通
り
を

よ
く
歩
き
ま
し
た
。
定
年
に
な
っ

た
ら
、
山
の
中
に
画
室
を
建
て
て

絵
を
か
き
な
が
ら
暮
ら
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

●
国
勢
調
査
の
は
な
し
②

　

今
回
の
調
査
は
、
二
十
一
世
紀

の
指
針
と
な
る
い
ろ
い
ろ
な
統
計

の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

①
男
女
年
齢
別
の
人
口
・
世
帯
の

構
成
や
就
業
状
況
な
ど
の
統
計
を
、

経
済
・
国
土
計
画
な
ど
国
や
地
方

公
共
団
体
の
い
ろ
い
ろ
な
計
画
に

活
用
し
ま
す
。

②
高
齢
者
の
世
帯
構
成
や
居
住
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

医
療
・
福
祉
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
面

で
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た
対
策

の
資
料
に
す
る
。

③
市
を
細
分
化
し
た
区
域
の
統
計

を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災

・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
計
画
の
基

礎
資
料
と
す
る
。

④
国
際
化
の
一
層
の
進
展
の
中
で
、

外
国
人
世
帯
の
居
住
状
況
な
ど
の

統
計
を
充
実
さ
せ
る
。

⑤
就
業
者
の
産
業
別
・
職
業
別
の

構
成
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
産
業
・
職
業
構
造
の
変
化
の

実
態
を
と
ら
え
る
。

　

当
市
の
二
十
一
世
紀
に
向
け
た

い
ろ
い
ろ
な
計
画
に
も
大
い
に
活

用
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
市
企
画
開
発
課
情
報

　

統
計
電
算
係
（
豊
6
6
●
1
1
1

　

I
内
線
4
3
8
）
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ピーターパン上演

　

5月21日、演劇なかま「チャップス」

が、市民会館でピーターパンを公演し

ました。約五百人の親子が観賞。日ご

ろ、練習を積んだ四十人の子供たちも

大人の劇団具に混じって、人魚やよう

せいなどの役で熱演。子供も大人も、

引き込まれたように見入って、大きな

拍手を送っていました。

　　　

’‥・゛r－；も
し’j、・々；k‥●・・

突如、水田に怪鳥？

カラス被害に苦心の対策

　

突然、小山地区の水田に怪鳥が出現

しました。実は、これはガラス対策の

苦心作。田植えの済んだ水田はガラス

にとって絶好のえさ場らしく、連日、

大群が飛来し、農家は対策に頭を悩ま

せています。爆音機でおどしたり、か

かしを作ったりと、あの手この手でガ

ラスとの知恵比べです。しかし、人間

もガラスにはかなわないようです。

山
の
幸
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の

七
間
朝
市
・
山
菜
フ
ー
ド
ピ
ア

　

春
本
番
の
5
月
2
0
・
2
1
日
の
こ
日
間
、
旬
の
山
菜
を
一
堂
に
集
め
、
七
間
朝

市
・
山
菜
フ
ー
ド
ピ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
採
れ
た
て
の
ウ
ド
ー
ワ
ラ
ビ
ー

フ
キ
の
ほ
か
に
季
節
の
野
菜
や
花
も
並
べ
ら
れ
、
大
勢
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
山
菜
料
理
の
朝
市
茶
屋
や
山
菜
生
け
花
展
な
ど
も
多

く
の
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

クリーンアッづふく、い大作戦

市内はどこもピカピカ

　

6
月
4
日
、
県
下
一
斉
の
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
ふ
く
い
大
作
戦
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
清
龍
地
区

が
拠
点
地
区
に
指
定
さ
れ
、
知
事
と

市
長
も
住
民
に
混
じ
っ
て
参
加
。
赤

根
川
の
堤
防
の
草
刈
り
に
汗
を
流
し
、

一
時
間
後
に
は
す
っ
か
り
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
新
堀
川

で
は
、
地
区
住
民
と
と
も
に
、
コ
イ

の
放
流
に
も
参
加
。
環
境
の
保
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

牛ヶ原で古式ゆかしく

　　　　　　　　

－－●－●－－－献穀粟播種式

　

今
秋
、
宮
中
で
行
わ
れ
る
新
1
祭

に
献
上
す
る
粟
の
播
種
式
が
、
5
月

2
5
日
に
牛
ヶ
原
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
（
―
の
畑
は
、
竹
矢
来
で
囲
ま
れ
、

入
り
口
に
は
鳥
居
も
建
立
。
奉
耕
者

の
川
端
紋
三
郎
さ
ん
（
大
門
）
は
、

知
事
や
早
乙
女
た
ち
と
と
も
に
種
を

ま
き
ま
し
た
。
発
芽
後
、
間
引
き
や

土
寄
せ
・
除
草
を
経
て
、
9
月
中
旬

に
は
収
穫
さ
れ
、
5
合
（
約
八
百
吋
）

が
皇
室
に
献
上
さ
れ
ま
す
。

勁昌（硲凧9
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JR越前大野鉄道部五周年

記念式典や植樹で祝う

　

JR越前大野鉄道部は6月10日、5

周年記念式典を越前大野駅で開催。J

R関係者や沿線市町村長が出席し、地

域に一層親しまれる鉄道を目指すこと

を誓い合いました。駅の構内に当市の

　

「コブシ」をはじめ福井・美山・和泉

のそれぞれの市町村の花を記念植樹。

また、5周年にあやかって5歳の園児

を臨時列車に招待しました。

2j求4゛；lrこ，ロヨ

防ごう火災事故

危険物防火力一八レート

　

ガソリンやプロパンガスの取り扱い

による事故を防ごうと、6月9日、市

危険物安全協会と大野地区消防本部は、

カーパレードを行いました。ガソリン

スタンドやボイラーを持つ各事業所な

どから、30台近い車が参加。タンクロー

リーなど危険物運搬車にのぼりを取り

付け、危険物の安全な管理と取り扱い

を呼びかけました。

県
緑
化
大
会
で
誕
生
記
念
植
樹

　

5
月
2
5
日
、
第
三
十
七
回
県
緑
化
大
会
が
南
六
呂
師
の
円
山
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
三
浦
守
夫
さ
ん
（
弥
生
町
）
が
優
良
造
林
地
コ
ン
ク

ー
ル
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
。
緑
の
少
年
団
は
、
花
の
種
が
入
っ
た
雨
で

溶
け
る
風
船
百
個
を
飛
ば
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
市
内
で
生
ま
れ
た
子
供
と

親
に
よ
る
誕
生
記
念
植
樹
で
は
、
市
の
花
で
あ
る
「
コ
ブ
シ
」
の
木
五
十
二
本

が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

わんぱく相撲大野場所

目指すは横綱だ川

　

青
年
会
議
所
主
催
の
第
7
回
わ
ん

ぱ
く
相
撲
選
手
権
大
会
が
6
月
1
0
日
、

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
と
和
泉
村
の
小
学

3
～
6
年
生
約
1
7
0
人
が
参
加
。

元
気
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
で
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。
4
年
生
以
土
の
卜

－
ナ
メ
ン
ト
戦
で
優
勝
し
た
千
田
友

彦
君
（
有
終
南
小
6
年
）
ら
3
人
は
、

今
月
3
0
日
に
東
京
の
国
技
館
で
開
か

れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

市体育協会40周年式典

市民の体育向上に尽くす

　

6
月
9
日
、
有
終
会
館
で
体
育
関

係
者
約
9
0
人
が
出
席
し
て
、
市
体
育

協
会
の
4
0
周
年
記
念
式
典
が
開
か
れ

ま
し
た
。
1
藤
輝
夫
会
長
の
あ
い
さ

つ
に
引
き
続
き
、
8
人
の
歴
代
会
長

に
感
謝
状
を
贈
呈
。
2
地
区
体
協
・

1
2
種
目
団
体
で
ス
タ
ー
ト
し
た
協
会

も
今
で
は
、
8
地
区
体
協
・
3
0
種
目

団
体
に
成
長
し
ま
し
た
。
懇
親
会
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
や
苦
労
話

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。



お
知
ら
せ

7月

●
県
政
へ
の
パ
イ
プ
役

　
　
　
　
　

「
県
政
広
聴
員
」

　

県
で
は
、
小
学
校
単
位
で
左
表

の
と
お
り
県
政
広
聴
貝
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
県
政
広
聴
貝
は
、
県

民
と
県
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
で
す
。

身
近
な
ご
意
見
・
提
案
な
ど
、
な

ん
で
も
近
く
の
県
政
広
聴
貝
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
県
広
報
課
県
民
相
談

室
（
容
0
7
7
6
●
2
1
・
1
1

1
1
内
線
2
0
8
2
・
2
0
0
0

3
）

●
身
体
の
障
害
で

　
　
　
　

お
悩
み
の
方
へ

　

身
体
の
障
害
に
関
し
て
、
悩
み

ご
と
・
相
談
し
た
い
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
身
体
障
害
者
福

祉
相
談
具
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
岩
本
悟
（
春
日
三
豊
6
6
・

0
0
3
4
）
▼
大
野
惣
一
（
春

日
一
容
6
5
●
6
1
9
9
）
▼

岸
本
重
丸
（
有
明
町
酋
6
5
・

0
2
6
7
）
▼
竹
内
紀
子
（
大

和
町
豊
6
6
●
5
9
3
5
）
▼

松
田
勲
（
泉
町
豊
6
6
・
5
4

9
6
）
▼
鈴
木
み
ち
子
（
中
挟

町
一
容
6
6
・
0
7
8
9
）
▼

藤
田
正
（
中
津
川
豊
6
6
・
0

4
2
6
）
▼
宮
沢
利
夫
（
菖
蒲

池
容
6
6
・
0
8
6
8
）
▼
笹

島
治
（
飯
降
公
6
5
・
2
3
5

0
）
▼
村
上
甚
光
（
蓑
道
豊

6
7
●
l
n
乙
Q
J
n
δ
）

問
合
せ
先
市
福
祉
事
務
所
福
祉

　

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

7
3
）

●
乳
幼
児
医
療
の
手
続
き

　

お
済
み
で
す
か

　

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
医
療
費

が
助
成
さ
れ
ま
す
。
所
得
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
く
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
必
要
な
も
の

　

●
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
除
く
）

　

・
健
康
保
険
証

手
続
き
・
問
合
せ
先
市
福
祉
事

　

務
所
児
童
係
（
萱
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
7
6
）

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

主
催
大
野
市
民
吹
奏
楽
団

日
時
7
月
1
6
日
⑧

　
　
　

午
後
2
時
3
0
分
開
演

会
場
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
前
売
り
大
人
5
0
0
円

　

・
中
学
生
以
下
3
0
0
円
（
当

　

日
は
と
も
に
1
0
0
円
高
）

前
売
り
所
リ
ブ
レ
・
水
上
楽
器

　

・
芦
原
楽
器

曲
目
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
m

　

・
チ
ャ
ゲ
＆
飛
鳥
メ
ド
レ
ー
・

　

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
テ
ー
マ

※
収
益
金
は
、
阪
神
大
震
災
で
被

　

害
を
受
け
た
吹
奏
楽
関
係
者
に

　

義
援
金
と
し
て
贈
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
先
団
長
の
野
寺
さ
ん

　
　

（
豊
6
5
・
2
0
6
9
）
ま
で

●
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
開
き

　

補
修
工
事
の
た
め
1
ヵ
月
遅
れ

て
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

利
用
期
間
9
月
3
0
日
①
ま
で

休
館
日
毎
週
月
曜
日
と
9
月
1
6

　

①
・
2
4
日
⑨

利
用
時
間
▼
午
前
の
部
・
9
時

　

～
i
－
H
時
▼
午
後
の
部
●
1
時
～

　

5
時
▼
夜
間
の
部
・
6
時
～
9

　

時
※
気
温
の
低
い
と
き
は
閉
鎖
す
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
容

　

6
4
・
1
3
1
1
）
ま
で

交通
安全

ぴ

交
通
安
全
は
家
族
の

　
　

話
し
合
い
か
ら

　

7
月
2
1
日
～
8
月
2
0
日
は
夏

の
交
通
安
全
市
民
運
動
月
間
で

す
。
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た

め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を

つ
け
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

「
交
通
マ
ナ
ー
日
本
一
」
を
目

指
し
て
家
族
み
ん
な
で
話
し
合

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト

①
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

　

横
断
歩
道
を
渡
る
。

②
体
に
合
っ
た
自
転
車
に
乗
り
、

　

二
人
乗
り
や
手
放
し
を
し
な

　

い
。

③
信
号
・
交
通
標
識
・
道
路
標

　

識
は
必
ず
守
る
。

④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
締

　

め
、
同
乗
者
も
締
め
る
。
小

　

さ
い
子
供
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド

　

シ
ー
ト
を
使
ヽ
フ
。

⑤
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
は
、

　

一
時
停
止
を
し
て
左
右
の
安

　

全
を
確
か
め
る
。

⑥
カ
ー
ブ
の
手
前
で
は
、
十
分

　

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
安
全

　

な
速
度
と
車
間
距
離
を
保
つ
。

⑦
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
は

　

絶
対
に
し
な
い
。

　

道
路
を
利
用
す
る
一
人
ひ
と

り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正

し
い
マ
ナ
ー
を
実
行
す
る
こ
と

で
、
痛
ま
し
い
交
通
事
故
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

平成7年度県政広聴員

校区 氏名 住所 電話

有終南 海野かず子 天神町6－7 66－0292

有終東 山田敬 弥生町5－17 66－5200

有終西 福田洋一郎 泉町12－7 66－3543

有終南 森永宗憲 春日1一5－3 66－3420

有終束 富田晴美 美川町10－1 65－5550

下庄 宮本豊彰 陽明町4－714 66－3612

下庄 持田五子 陽明町2－606 66一5984

乾側 富田幸人 下丁17一35一1 65－4186

小山 三嶋静枝 右近次郎33ー24－2 65－5102

上庄 斉藤澄恵 森山21－12 64－1325

森目蕨生松田渥美 新河原4－14 65－0098

富田 中兼惣右衛門 七板16－22 66－5024

阪谷六呂師砂田由美子 不動堂19－21 67－1529



●INFORMATION

●
印
鑑
登
録
手
帳
の

　
　
　

交
換
を
忘
れ
ず
に

　

市
で
は
、
印
鑑
登
録
手
帳
を
磁

気
力
－
ド
に
交
換
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
交
換
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

至
急
市
民
課
窓
口
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

持
参
す
る
も
の

　

◆
印
鑑
登
録
手
帳
（
緑
色
）

　

◆
印
鑑
（
本
人
の
認
印
）

　

代
理
人
の
場
合
は
、
本
人
の
手

帳
と
実
印
な
ら
び
に
代
理
人
の
認

印
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先
市
役
所
市
民
課
市
民

　

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

5
1
）
ま
で

●
新
用
途
地
域
制
度
に
つ
い

　

て
の
公
聴
会

　

平
成
四
年
の
都
市
計
画
法
と
建

築
基
準
法
の
改
正
に
よ
り
都
市
計

画
の
住
居
系
用
途
地
域
が
細
分
化

し
、
新
用
途
地
域
制
度
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
制

度
に
つ
い
て
の
公
聴
会
が
開
か
れ

ま
す
。

日
時
7
月
2
1
日
②
午
後
1
時
3
0

　

分
か
ら

場
所
有
終
会
館
1
0
6
号
室

公
述
の
申
し
出
公
聴
会
で
意
見

　

を
述
べ
た
い
人
は
、
意
見
の
要

　

旨
・
理
由
・
住
所
・
氏
名
を
記

　

載
し
た
書
面
を
市
長
に
提
出
し

　

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

　

都
市
計
画
区
域
内
の
住
民
と
関

　

係
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

公
述
申
し
出
の
期
限
7
月
1
8
日

　

⑤
午
後
5
時

申
し
出
・
問
合
せ
先
市
都
市
計

　

画
課
計
画
係
（
容
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
3
5
1
）

一
サ
マ
ー
求
人
企
業
説
明
会

　

来
春
学
卒
者
の
保
護
者
や
U
タ

ー
ン
希
望
者
、
そ
し
て
今
仕
事
を

探
し
て
い
る
人
と
地
元
企
業
と
の

就
職
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
適
職
診

断
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
7
月
1
6
日
⑧
午
前
9
時
～

　

p
一
時

場
所
J
A
大
野
市
農
協
会
館

問
合
せ
先
六
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野

　
　

（
酋
6
6
・
2
4
0
8
）

●
奥
越
史
料

　
　
　

第
二
十
四
号
発
行

内
容
▼
近
世
に
お
け
る
藩
領
支

　

配
▼
道
元
の
若
書
「
普
勧
坐
禅

　

儀
」
と
晩
年
の
書
▼
水
戸
天
狗

　

党
と
大
野
藩
へ
帰
順
し
た
宮
尾

　

為
之
助
・
柴
田
貞
蔵
▼
柳
廼
社

　

物
語
明
治
十
五
年
柳
廼
社
新
築

　

記
録
▼
里
帰
り
し
た
緒
方
洪
庵

　

の
蘭
写
本
に
つ
い
て
（
資
料
）

金
額
1
2
0
0
円

販
売
場
所
市
郷
土
歴
史
館

問
合
せ
先
市
教
育
委
員
会
社
会

　

教
育
課
文
化
係
（
豊
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
5
4
2
）

●
真
夏
の
ト
キ
メ
キ

　
　
　
　
　

．
T
O
く
え
つ

　

N
O
S
A
I
お
く
え
つ
が
、
地

域
の
活
性
化
と
若
者
の
定
着
を
目

的
と
し
て
開
催
。
賞
品
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
7
月
3
0
日
⑨
午
後
1
時
3
0

　

分
集
合
場
所
奥
越
地
場
産
業
振
興

　

セ
ン
タ
ー

対
象
奥
越
に
住
む
十
八
歳
以
土

　

の
独
身
男
女
各
2
5
人

内
容
越
前
大
仏
探
索
ウ
ル
ト
ラ

　

ゲ
ー
ム
・
屋
上
ビ
ア
パ
ー
テ
イ

　

ー
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
コ
ン
サ

　

ー
ト
ー
ト
キ
メ
キ
ゲ
ー
ム

参
加
費
1
0
0
0
円

締
切
7
月
2
6
日
⑥

申
込
・
問
合
せ
先
電
話
ま
た
は

　

は
が
き
で
〒
9
1
1
勝
山
市
片

　

瀬
町
一
丁
目
4
0
2
大
野
・
勝

　

山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
内

　

の
N
O
S
A
I
お
く
え
つ
（
豊

　

8
8
・
り
乙
7
0
0
）

一
桃
木
峠
を
訪
ね
て

　

古
い
道
を
歩
き
、
周
辺
の
史
跡

や
文
化
財
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

日
時
7
月
3
0
日
⑨
午
前
8
時
集

　

合
・
午
後
3
時
3
0
分
解
散

集
合
場
所
市
役
所

コ
ー
ス
市
役
所
～
（
バ
ス
）
～

　

金
山
～
桃
木
峠
～
上
打
波
嵐
～

　
　

（
バ
ス
）
～
市
役
所

見
学
予
定
文
化
財
桃
木
峠
の
大

　

杉
・
峠
地
蔵
・
金
鉱
山
跡
な
ど

服
装
長
そ
で
・
長
ズ
ボ
ン
・
登

　

山
靴
ま
た
は
ズ
ッ
ク

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
雨
具
・

　

軍
手
・
し
好
品
な
ど

定
員
3
0
人
（
登
山
の
で
き
る
人
）

参
加
費
無
料

※
雨
天
コ
ー
ス
変
更
あ
り
。
所
々

　

沢
登
り
も
あ
り
ま
す
。
標
高
差

　

約
5
0
0
μ
。

申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
員

　

会
社
会
教
育
課
文
化
係
（
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
L
O
－
＾
C
S
l
）

●
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

主
催
大
野
名
水
走
友
会

日
時
7
月
8
日
①
午
後
7
時

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
2
階
会

　

議
室

講
師
安
間
病
院
院
長
「
安
間
敏

　

昭
」
さ
ん

演
題
楽
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ー

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

対
象
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
や
興
味

　

の
あ
る
人
で
当
日
受
付

市美術展の作品募集

　

第16回市美術展が8月25日②か

ら27日⑥までの3日間、有終会館

で開かれます。市教育委員会と市

文化協会では、次のとおり作品を

募集しています。

応募資格県内在住の高校生以上

　

の人（県・中央展で役員などの

　

資格者を除く）

部門①絵画（8～100号）・造

　

形（3．3平方乱以内）②彫塑③

　

工芸④書道（仕土がりが180『

　

×i8orまたは240訂×60F以内

　

⑤写真（四ッ切以上i5orxioo

　

F以内。組み写真もこの範囲以

　

内に納める）

出品点数一部門2点以内

出品料1点につき一般・大学生

　

は1000円、高校生は500

　

円

作品搬入8月23日⑥正午～午後

　

5時に有終会館へ

作品搬出8月27日⑥午後4時～

　

5時

問合せ・募集要項請求先

　

市教育委員会社会教育課文化係

　　

（〒912大野市天神町1－1

　

a0779・66・1111内線

　

542まで）



　
　
　

I

　
　
　

″

一
一
＾

一
一

7

古
い
写
真
と
マ
ッ
チ
の
ラ
ベ
ル

嶋
瀬
栄
さ
ん
（
新
庄
）

　

新
庄
の
嶋
瀬
栄
さ
ん
（
5
7
歳
）
の
宝
は
、

古
い
写
真
と
マ
ッ
チ
箱
の
ラ
ベ
ル
を
張
っ
た

ア
ル
バ
ム
で
す
。
ど
ち
ら
も
亡
く
な
っ
た
お

父
さ
ん
が
残
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

古
い
写
真
の
中
に
は
、
昭
和
初
期
の
旧
大

野
町
内
が
写
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
枚

は
、
六
間
通
り
を
西
か
ら
東
へ
写
し
た
写
真
。

道
路
の
中
央
寄
り
に
松
並
木
が
二
列
並
び
、

二
番
通
り
の
中
央
に
は
水
路
が
通
っ
て
、
今

で
は
、
想
像
も
つ
か
な
い
風
景
で
す
。
よ
く

見
る
と
、
東
方
に
は
火
の
見
櫓
が
あ
り
、

「
貝
川
旅
館
」
の
看
板
も
見
え
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
は
、
姉
婿
が
新
聞
記
者
だ
っ
た

影
響
か
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
個
人
で
カ

メ
ラ
を
持
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ほ
か
に
も
、

六
呂
師
高
原
の
ス
キ
ー
風
景
や
旧
勝
山
町
内

を
写
し
た
写
真
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
戦
前
の
マ
ッ
チ
箱
の
ラ
ベ

ル
を
張
っ
た
ア
ル
バ
ム
。
ラ
ベ
ル
は
、
ど
れ

も
三
・
五
？
×
五
・
五
で
の
大
き
さ
で
、
一

ペ
ー
ジ
に
1
6
枚
か
1
8
枚
ず
つ
き
ち

ん
と
並
べ
て
張
っ
て
あ
り
、
全
部

で
四
百
四
枚
。
色
と
り
ど
り
で
当

時
と
し
て
は
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン

の
ラ
ベ
ル
は
、
今
も
市
内
に
あ
る

店
の
も
の
を
は
じ
め
、
東
京
・
大

阪
は
も
と
よ
り
中
国
・
台
湾
の
も

の
ま
で
あ
り
ま
す
。
文
字
も
右
か

ら
左
へ
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

嶋
瀬
さ
ん
は
。

「
ど
ち
ら
も
高
価

で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
き
ち
よ
ヽ
つ
め

ん
だ
っ
た
父
が
残

し
た
思
い
出
の
品

で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
大
事
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

市民のうごき
6月1日現在 前月比

世帯数 11，412世帯 15世帯

人口 41，648人 △8人

内訳 男 19，912人 △2人

女 21，736人 △6人

4月中の異動
転入 58人 出生 37人

転出 72人 死亡 31人

市内の交通事故状況（4ヵヽ6ゆ）

件数内訳
平成7年　
5月末

平成6年　
5月末 増減

総件数 254件 258件 △4件

人身

事故

件数 63件 66件 △3件

死者 O人 1人 △1人

傷者 86人 87人 △1人

物損事故 191件 192件 △1件

表
紙
の
こ
と
ば

　

日
本
百
名
山
の
荒
島
岳
を
守

ろ
う
と
6
月
1
1
‐
日
、
清
掃
登
山

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
長
・
助

役
を
は
じ
め
市
内
外
か
ら
約
7
0

人
が
参
加
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手

に
、
勝
原
コ
ー
ス
を
空
き
缶
や

瓶
な
ど
の
ご
み
を
拾
い
な
が
ら

登
り
ま
し
た
。
予
想
外
に
ご
み

は
少
な
く
、
参
加
者
を
ホ
ツ
と

さ
せ
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

荒
島
岳
の
清
掃
登
山
に
同
行

取
材
し
ま
し
た
。
当
日
は
梅
雨

に
は
珍
し
く
晴
れ
間
が
広
が
り
、

絶
好
の
登
山
日
和
。
ブ
ナ
の
原

生
林
や
イ
ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
の
高

山
植
物
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
に

励
ま
さ
れ
て
、
山
頂
に
着
き
ま

し
た
。
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
と

保
護
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た

一
日
で
し
た
。

屈X。見i弓・

　

最
近
、
ほ
ん
と
う
に

久
し
ぶ
り
に
飯
降
山
に

登
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

還
暦
を
過
ぎ
て
の
登
山

で
あ
る
▼
昔
か
ら
大
野

市
民
の
間
に
は
、
月
遅

れ
の
節
句
（
六
月
五
日
）
と
旧
盆
（
八
月
十
五
口
）

の
前
夜
に
た
い
ま
つ
を
掲
げ
て
山
頂
に
至
り
、

そ
こ
で
夜
を
明
か
し
、
御
来
光
と
白
山
を
逞
か

に
拝
ん
で
、
下
山
す
る
。
な
ら
わ
し
”
が
続
い

て
き
た
。
現
在
も
六
月
に
は
市
体
協
主
催
の
市

民
登
山
が
あ
り
、
飯
降
区
の
人
々
も
酒
・
も
ち

な
ど
の
供
え
物
を
持
っ
て
登
っ
て
い
る
▼
麓
に

は
拝
殿
だ
け
が
あ
り
、
神
殿
は
山
頂
に
あ
る
。

三
体
の
本
尊
は
秘
仏
で
あ
っ
て
、
ふ
だ
ん
そ
の

尊
顔
を
拝
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
秘
仏
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
身
代
わ
り
と
な
る
前
立
ち

像
が
拝
殿
に
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
▼
飯

降
山
が
束
の
荒
島
岳
と
背
比
べ
を
し
た
と
こ
ろ
、

少
し
低
い
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
か
ら
は
「
石

を
持
っ
て
登
る
者
に
は
一
つ
だ
け
願
い
事
を
聞

い
て
や
ろ
う
」
と
の
神
の
御
告
げ
が
あ
っ
た
と

い
う
話
は
有
名
で
あ
る
▼
山
頂
に
登
頂
百
回
記

念
の
小
さ
な
標
柱
が
あ
っ
た
。
こ
の
山
に
百
回

登
っ
た
市
民
が
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
一
年
に

二
度
登
っ
て
も
五
十
年
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も

は
や
単
な
る
山
登
り
で
は
な
く
、
「
神
々
が
座

す
高
み
へ
の
登
拝
」
と
い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し

い
と
い
え
よ
う
▼
山
の
自
然
を
残
す
と
い
う
と

き
、
地
形
や
植
生
や
風
景
を
保
存
す
る
こ
と
だ

け
に
、
と
ど
ま
っ
て
い
て
は
十
分
と
言
え
な
い

の
で
は
な
い
か
。
山
に
対
し
て
市
民
が
抱
い
て

き
た
畏
敬
の
念
や
伝
説
や
由
来
な
ど
、
山
と
人

と
の
か
か
わ
り
の
歴
史
も
含
め
て
、
山
を
丸
ご

と
残
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
（
A
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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